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Abstract

火星大気中の水循環
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1 大気中の水蒸気量の観測結果

バイキング探査によって大気中の水蒸気量が観測されている. 実際にはバイキング
の周回船から, 水蒸気による太陽放射の吸収を測定することで得られる. 図 1 に東
西平均した単位鉛直コラムあたりの水蒸気量 (単位は可降水量 (pr µm))の季節変
化を示す. Ls=0 が北半球の春の始めに対応する (「火星現象論: 火星の基本的数
字」参照).

• はじめはほぼ一様な分布を持つ. 春 (Ls=0)から夏 (Ls=90)にかけて, 北半球
60-80◦N で増加しはじめる. Ls=120 で北半球の季節極冠は完全に消失した.

温度は 150K（CO2蒸発）から 200K（水も蒸発）まで上昇し, 極付近の大気
中水分は 100 pr µm を越え観測期間中最大値を記録した.

• 中緯度 (30-60◦N) でも増加する. 増加は極域よりも長く続く.

• Ls=140 以降徐々に減少する. Ls=180(秋の始まり)で北半球の夏に生じた水
分は消え, 再び一様な分布になる.

• 秋から春への間の変化は少ない. 南の季節極冠は完全には消失しなかった.

図 1 東西平均した単位鉛直コラムあたりの水蒸気量 (単位: 可降水量
(pr µm)) の季節変化. 両極付近の実曲線より極側では日射がない. 矢
印はダストストームの期間を示す (Jaksoky and Haberle, 1992; Carr,

1996, 図 2-1).
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2 観測結果の解釈

図 1 のような水の挙動は, いくつかの貯蔵庫間の交換で理解される (図 2).

• 春から夏にかけて,北半球の表土及び極冠から大気へ水蒸気が供給される. 一
部は南半球の大気中に交換され, 南極付近で凝結する.

• 秋から冬にかけて, 北半球で再び極冠・地面に戻る. 南半球の極では凝結が
続く (量は不明). 南半球から北半球への輸送も考えられる.

中緯度でも増加は主に極からの輸送によると考えられる. しかし Haberle and

Jalosky (1990) のモデルによれば輸送だけで中緯度の増加をまかなうことはでき
ない. 表土から出てきた分も考慮する必要がある.

バイキング探査の年が一般的な場合で南極冠に CO2 の極冠が残るなら, 南極には
半永久的に水がたまっていく. しかし, たまたまそのような年であった可能性も
ある. 地上観測からは両半球の夏で同様の水蒸気量が観測される (Barker, et al.,

1970). これは年によっては南の CO2 極冠が消え, 氷の極冠が露出することを意味
する.

正味どちらの半球に水が輸送されているのかは, 今も結論が出ていない. (1)バラ
ンスしている (Davis, 1981), (2)南から北へ輸送される (James, 1985), (3)北から
南へ輸送される (Jakosky and Haberle, 1990), というような意見がある. いずれに
しても正味の輸送量は小さい.
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図 2 水循環の模式図 (Jaksoky and Haberle, 1992; Carr, 1996, 図 2-2).
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